
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読

み頂きまして、誠にありがとうございます。２月は「青年塾」の講座

で、長野県伊那市にある「伊那食品工業」へ企業訪問して参りま

した。景観が綺麗な伊那谷の森の中に所在し、創業以来連続で売

り上げを伸ばし、現在も成長を続けています。「伊那食品工業」は

「寒天」を使用した商品を製造・販売している食品メーカーです。

「かんてんぱぱガーデン」と呼ばれる自然公園のような敷地内には、オフィスから

工場、R&Dセンター、レストラン、食品売り場、それにアートギャラリーまであります。

会社の敷地内は、「地域住民」の方々が自由に出入りすることができます。「地域

の人々」はここで買い物をしたり、食事をとったり、また個展美術品を展示したり

「憩いの場」として活用されています。「企業と地域住民」が一体感をもっていまし

た。「伊那食品工業」の社員は自負心をもって、社員自身で、毎日施設を手入れ

をしています。「会社を綺麗にする」姿がとても素晴らしく思えました。私は、「伊那

食品工業」の「社是」が好きです。「いい会社をつくりましょう ～たくましく そし

て やさしく～」最高顧問の塚越氏に説明していただきました。「やさしい」という漢

字は「人」を「憂う」つまり「思いやりの心」「会社で例えるなら、社長は先ず、社

員のことを気遣う」「会社組織や人間の営みが何のためにあるか？」それは「みん

なが幸せになるためです。」「会社の目的は利益ではなく、社員を幸せにすること。

利益は目的ではなく、手段です。」「社員や仕入れ先の犠牲の上に利益が確保さ

れるようではダメ。」力説されました。昨今では企業のV字回復の上には、リストラが

つきものですが、塚越氏は「ウチは絶対にリストラはしない。」「会社の使命は、社

員の雇用を守ることでもある。」と仰っていました。「会社の真の成長とは社員が

「前より幸せになった」と実感できることです。」最近では、「トヨタ自動車」をはじ

めとする「大企業の経営陣」が次々に視察へ訪れているそうです。その理由は、

「伊那食品工業」が実践している「美化活動」のみならず「年輪経営」という独特

の「経営哲学」を学ぶためです。「売上＆利益至上主義」から「人を大切にする企

業」の時代へ移り代わってきたようです。年輪を一輪ずつ増やし前年よりも成長を

する経営、「会社と社員そして地域」が「共に成長する経営」これが「年輪経営」

でした。ウチも「伊那食品工業」を少しでも見習って、社員が「丹頂ガス」で働けて

良かったと思えるように、そして今後も

「地域住民」の方々と関わりを持って

「いい町づくり」をしていきたいです。

今後共どうぞよろしくお願い致します。
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